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１
．
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｕ

ｐ
―
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
、
２
．
根
面

う
蝕
の
非
切
削
で
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
３
．
究
極
の
歯
髄

保
護
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

１
は
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
サ
イ

ト
か
ら
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
重
要
性
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
の
世
界
基
準
（
Ｇ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
）
の
エ
ビ
デ
ン
ス

か
ら
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
推
奨
の
読

み
取
り
方
を
説
明
し
た
。
２

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て

根
面
う
蝕
は
80
歳
代
で
70
％

の
罹
患
率
で
あ
り
、
多
発
す

る
根
面
う
蝕
は
超
高
齢
社
会

の
臨
床
問
題
で
、
根
面
う
蝕

の
活
動
性
を
評
価
し
Ｉ
Ｃ
Ｄ

Ａ
Ｓ
コ
ー
ド
の
コ
ー
ド
１
に

お
け
る
非
切
削
で
の
マ
ネ
ジ

（
大
阪
大
学
大

学
院
歯
学
研
究

科
歯
科
保
存
学

講
座
教
授
）
を

講
師
に
52
人
が

参
加
し
た
。

　

講
演
内
容
は

く
噛
め
て
、
落
ち
ず
に
、
楽

し
く
話
せ
る
義
歯
を
作
る
の

は
我
々
臨
床
医
に
と
っ
て
難

し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

今
回
は
、
講
師
の
得
意
と
す

る
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義

歯
製
作
の
臨
床
上
の
手
順
と

注
意
点
に
つ
い
て
、
症
例
を

交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

　

ま
ず
治
療
の
第
１
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
印
象
採
得
に
お
い

て
は
、
印
象
材
の
量
、
質
、

水
の
温
度
等
を
考
慮
し
て
静

的
な
状
態
を
う
ま
く
再
現

し
、
下
顎
の
顎
堤
や
上
顎
の

頬
側
の
ふ
く
ら
み
、
切
歯
乳

頭
等
、
解
剖
学
的
要
素
を
十

分
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
口
腔
周

　

確
定
申
告
の
個
別
相
談
会
は
申
告
前
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
税
理
士
が
個
別
相
談
形
式
で
い
た
し
ま
す
。
完
全

事
前
予
約
制
で
す
。
必
ず
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１
日（
土
）〜
３
月
13
日（
木
）

　
　
　

10
時
〜
17
時
（
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　

①
10
時
〜
12
時　

②
13
時
〜
15
時　

③
15
時
〜
17
時

会
場　

 

協
会
仮
事
務
所
（
大
阪
市
浪
速
区
幸
町
２
丁
目
２

20
清

光
ビ
ル
４
０
３
）

担
当　

協
会
医
業
税
理
士
団
・
税
理
士

費
用　

原
則
２
万
円

※ 
１
人
２
時
間
の
事
前
予
約
制
で
す
。
申
込
み
は
経
税
部
ま
で
。

囲
筋
と
舌
と
の
調
和
を
求

め
、

合
平
面
、
排
列
し
て

い
く
重
要
性
を
強
調
さ
れ

た
。

合
床
を
通
し
て
、
辺

縁
形
態
を
再
現
し
デ
ン
チ
ャ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
る
こ
と

に
よ
り
、
違
和
感
の
な
い
義

歯
形
態
を
作
り
あ
げ
て
い
く

必
要
性
を
説
明
し
た
。
義
歯

を
装
着
し
て
審
美
的
に
も
機

れ
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
精
度
も

よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
今
後
は
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
が
融
合
さ
れ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
日

ご
ろ
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
理

論
に
基
づ
い
て
し
っ
か
り
製

作
し
て
い
く
力
量
が
必
要
で

あ
る
と
話
し
た
。

 

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

能
的
に
も
改
善

し
、
生
活
リ
ズ
ム

を
改
善
し
た
症
例

を
示
さ
れ
た
。

　

最
近
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
話
題
に
つ

い
て
も
触
れ
ら

メ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

の
Ｃ
Ｑ
１
と
し
て
フ
ッ
化
物

配
合
歯
磨
剤
と
洗
口
剤
、
Ｃ

Ｑ
２
と
し
て
高
濃
度
フ
ッ
化

物
配
合
歯
磨
剤
（
５
０
０
０

ppmF

）
、
Ｃ
Ｑ
３
と
し
て
38

％
フ
ッ
化
ジ
ア
ミ
ン
銀
製
剤

　

電
力
料
金
等
の
光
熱
水
費

や
食
材
料
費
の
高
騰
は
、
医

療
機
関
の
診
療
機
能
の
維
持

や
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
よ
る

経
費
増
や
、
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
な
ど
で
、
地
域

医
療
を
支
え
る
医
療
機
関
の

経
営
基
盤
は
脆
弱
で
す
。
地

域
の
医
療
機
関
の
日
常
診
療

が
立
ち
行
か
な
く
な
れ
ば
、

患
者
や
地
域
住
民
へ
の
医
療

　

物
価
高
騰
や
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
よ
り
医
療
機

関
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
大

阪
府
下
の
市
町
村
長
宛
て
に
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
た
医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置
の
実
施
・
拡
充
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
た
。
府
内
で
唯
一
、
高
槻
市
は
す
で
に
物
価

高
騰
対
策
支
援
金
の
交
付
を
実
施
し
て
い
る
。
高
槻
市
で
開

業
す
る
谷
聰
理
事
か
ら
支
援
金
を
受
け
て
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

て
も
ら
っ
た
。
要
望
書
の
要
旨
と
併
せ
て
紹
介
す
る
。

提
供
や
、
健
康
の
確
保
に
も

影
響
が
及
び
ま
す
。

　

政
府
が
11
月
に
決
定
し
た

「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持

続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合

経
済
対
策
」
で
は
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
さ
ら
な
る

追
加
」
を
行
う
旨
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
先
般
、

厚
生
労
働
省
か
ら
各
都
道
府

県
と
市
町
村
に
宛
て
、
食
材

料
費
や
光
熱
水
費
の
高
騰
に

　

臨
床
学
術
部
は
12
月
８

日
、「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
う
蝕
治
療
：
根
面

う
蝕
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
歯

髄
保
護
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯

研
修
講
座
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
林
美
加
子
氏

て
講
演
し
、
根
底
に
は
外

傷
、
う
蝕
、
修
復
処
置
に
伴

う
障
害
か
ら
歯
髄
の
生
物
活

性
と
機
能
を
守
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
た
。
歯
髄
診

断
に
よ
り
、
歯
髄
保
存
に
つ

い
て
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で
の
意

思
決
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
解
説
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
は
、
多
く
の
論
文

か
ら
健
康
に
関
す
る
重
要
な

課
題
に
つ
い
て
、
医
療
利
用

者
と
提
供
者
の
意
思
決
定
を

支
援
す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
に
よ

り
エ
ビ
デ
ン
ス
総
体
を
評
価

し
、
益
と
害
の
バ
ラ
ン
ス
を

勘
定
し
て
、
最
適
と
考
え
ら

れ
る
推
奨
を
提
示
す
る
文
章

だ
と
い
え
る
。
そ
の
重
要
性

を
感
じ
さ
せ
る
講
演
で
あ
っ

た
。

 （
大
阪
市
淀
川
区
・
林
哲
平
）

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
12
月

22
日
、
大
谷
学
先
生
（
東
大

阪
市
開
業
）
を
講
師
に
「
デ

ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の

勘
所
〜
部
分
床
義
歯
へ
の
応

用
も
〜
」
講
演
会
を
開
催

し
、
24
人
が
参
加
し
た
。
よ

の
応
用
に
つ
い
て
詳
細
に
説

明
し
た
。

　

３
は
①VitalPulpTreat

ment

（
Ｖ
Ｐ
Ｔ
）
の
分
類
と

診
断
②
歯
髄
診
断
③
露
髄
の

回
避
④
露
髄
面
の
対
応
⑤
最

新
の
覆
髄
材
の
使
用
⑥
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
予
後
に
つ
い

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

重
要
性
説
く

審
美
的
で
機
能
的
な
義
歯
製
作

要 

望 

書
（
要
旨
）

12
月
度
生
涯
研
修

南
部
地
区
講
習
会

谷
理
事
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

確定申告個別相談会と対策書籍のご案内

今号に同封

保団連版『保険医の経
営と税務』2025年版が
できました。
定価1,500円、Ｂ５判

確
定
申
告　

個
別
相
談
会

重点支援地方交付金を活用した財政措置を

物価高騰対策支援で市町村に要望

対
す
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

事
業
の
早
期
予
算
化
に
向
け

た
対
応
を
依
頼
す
る
事
務
連

絡
が
発
出
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
自
治

体
で
は
医
療
機
関
へ
の
支
援

金
、
助
成
金
が
措
置
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
、
医
療
機
関
と

　

高
槻
市
の
物
価
高
騰
支

援
金
の
案
内
が
き
て
す
ぐ

に
申
請
を
し
て
み
た
。
物

価
高
騰
や
診
療
報
酬
の
低

さ
な
ど
で
、
と
く
に
歯
科

医
療
機
関
は
大
打
撃
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
支
援
金

は
気
持
ち
の
面
で
も
す
ご

く
支
え
に
な
っ
た
。
他
の

市
町
村
に
も
同
様
の
支
援

が
あ
る
べ
き
だ
。

地
域
医
療
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
を
取
り

巻
く
昨
今
の
厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
引
き
続
き
、

支
援
や
助
成
の
実
施
と
、
対

象
範
囲
、
規
模
の
拡
充
が
必

要
で
す
。

　

左
記
の
通
り
要
望
い
た
し

ま
す
。

一 

、「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
医
療
機
関

と
歯
科
技
工
所
を
対
象
に
し
た
、
食
材
料
費
の
値
上
げ

や
光
熱
水
費
の
高
騰
な
ど
に
対
す
る
財
政
措
置
を
実
施

（
ま
た
は
拡
充
）
し
て
下
さ
い

保 険 医 の
経営と税務

講演する林氏＝12月８
日、Ｍ＆Ｄホール 　　

講演する大谷氏＝12月
22日、Ｍ＆Ｄホール 　

1名称：新会館建設特別会費
2目的：新会館建設のための資金の調達
3目標額：３千万円
4期間：2026年12月31日まで
5金額：１口５千円
6申込方法： 
　協会（06‒6568‒7731）までご連絡ください。

7税務上の取り扱い：
　 　「新会館建設特別会費」として税務上の必要経費となり
ます。
※ 新会館建設特別会費は繰延資産に該当し、20万円未満（39
口以下）のものは当該事業年度の経費となり、20万円以上
（40口以上）のものは建設開始時より10年で償却する。
※ 新会館建設特別会費は消費税の対象外（不課税）とする。

大阪保険医会館

新会館建設 のお い願特別会費


